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農林水産省関東農政局
大井川用水農業水利事業所長

　櫻庭　光一　氏
【略歴】
平成21年4月　東北農政局阿武隈土地改良調査管理事務所長
平成23年7月　近畿農政局淀川水系土地改良調査管理事務所長
平成26年4月　関東農政局大井川用水農業水利事業所長

インタビュアー（原・山本・中林・梶山）

事
業
の
説
明
を
お
願
い
し
ま
す

　

国
営
大
井
川
用
水
農
業
水
利
事
業
は
、
戦
後
の
４注

１

大
国
営
農
業
水
利
事
業
の
１
つ
で
あ
る
国
営
大
井
川

農
業
水
利
事
業
で
造
成
し
た
施
設
を
更
新
・
整
備
す

る
事
業
な
の
で
、
ま
ず
前
歴
事
業
か
ら
説
明
し
ま
す
。

　

戦
前
の
大
井
川
に
は
、
12
か
所
の
農
業
用
水
の
取

入
口
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
井
川
は
洪
水
の
た
び
に

澪
筋
等
が
変
動
す
る
の
に
加
え
て
、
取
入
口
の
作
り

が
粗
末
だ
っ
た
た
め
、
安
定
的
に
取
水
す
る
の
が
難

し
く
、
志
太
・
榛
原
地
域
の
農
家
は
そ
の
維
持
管
理

に
多
額
の
費
用
と
多
大
な
労
力
を
つ
ぎ
込
ま
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

一
方
、
丘
陵
地
で
あ
る
小
笠
地
域
は
、
大
き
な
川

が
な
く
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
う
た
め
、
水
の
確
保
の

た
め
、
500
カ
所
以
上
の
た
め
池
が
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
小
笠
地
域
の
農
家
は
た
び
た
び
干
ば
つ
に

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
22
年
か
ら
43
年
に
か
け
て
、
志
太
・

榛
原
地
域
及
び
小
笠
地
域
の
約
１
万
１
千
ha
の
農
地

に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、
国
営
大
井
川
農
業

水
利
事
業
が
実
施
さ
れ
、
12
カ
所
の
取
入
口
は
川
口

の
取
水
口
１
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
、
神
座
の
分
水
工

で
左
岸
と
右
岸
に
分
水
さ
れ
、
大
井
川
を
渡
る
水
路

橋
や
サ
イ
フ
ォ
ン
を
通
じ
て
、
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
た

志
太
・
榛
原
地
域
、
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
た
小
笠
地

域
に
、
安
定
的
に
農
業
用
水
を
供
給
出
来
る
よ
う
に

な
り
、維
持
管
理
の
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
農
業
用
水
の
他
、
防
火
用
水
や
親
水

目
的
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
完
成
し
て
か
ら

30
年
以
上
が
経
過
し
、
多
く
の
施
設
で
老
朽
化
に
よ

る
機
能
低
下
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
稲
の
早
期
栽
培
な
ど
地
域
の
営
農
形
態

の
変
化
に
よ
る
用
水
需
要
の
変
化
や
周
辺
地
域
の
開

発
等
に
よ
る
還
元
水
の
減
少
、
た
め
池
の
改
廃
に
よ

り
、
安
定
的
な
用
水
供
給
や
適
正
な
水
配
分
が
困
難

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
、
農
業
用
水
の

合
理
的
利
用
、
管
理
方
法
の
改
善
と
農
業
経
営
の
近

代
化
・
安
定
を
図
る
大
井
川
用
水
事
業
を
平
成
11
年

か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
が
高
ま
る

中
、
用
水
路
の
落
差
工
の
改
修
に
合
わ
せ
て
小
水
力

発
電
施
設
（
伊注
２

太
発
電
所
）
を
設
置
し
て
、
維
持
管

理
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か

　

大
き
な
施
設
の
整
備
は
完
了
し
、
事
業
の
進
捗
率

は
約
90
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
小
規
模
な
地
域
用
水
水
路
の
改
修
等
を
主

に
行
っ
て
お
り
、
事
業
も
あ
と
残
り
３
年
で
完
了
す

る
予
定
で
す
。 

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

蕎
麦
を
食
べ
歩
く
こ
と
で
、
最
近
は
、
地
方
新
聞

社
が
発
行
し
て
い
る
そ
ば
名
店
本
を
片
手
に
地
域
で

評
判
の
お
店
や
全注
３

国
新
そ
ば
会
会
員
の
お
店
を
訪
ね

る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、自
分
自
身
で
蕎
麦
を
打
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
日
本
酒
が
好
き
で
、
日
本
の
風
土
や

気
候
、
食
文
化
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
無
数
に
あ

る
日
本
酒
の
中
か
ら
好
み
の
日
本
酒
を
見
つ
け
る
こ

と
で
す
。静
岡
は
魚
が
う
ま
い
の
で
、魚
料
理
に
合
っ

た
地
元
の
お
酒
を
探
索
し
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
以
前
、
京
都
に
住

ん
で
い
る
と
き
は
、
京注
４

都
一
周
ト
レ
イ
ル
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
現
在
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
も
、
矢
倉
山

や
千
葉
山
な
ど
を
歩
い
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘
と
か
心
情
は

　

地
域
資
源
を
有
効
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
で
す
。

　

少
子
化
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
水
力
や

木
材
な
ど
の
持
続
可
能
な
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用

し
て
、
地
域
外
に
出
て
い
た
お
金
が
地
域
内
に
回
り

新
た
な
雇
用
や
消
費
が
生
ま
れ
、
地
域
の
活
力
が
維

持
さ
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

注
１　

兵
庫
県
加
古
川
、
滋
賀
県
野
洲
川
、
福
井
県
九
頭
竜
川

流
域
に
お
け
る
国
営
農
業
水
利
事
業

注
２　

年
間
発
生
可
能
電
力
量
：
４
３
０
万
kwh
／
年
（
一
般
家

庭
１
，
２
０
０
戸
分
）

　
　
　

Ｃ
Ｏ
２
排
出
軽
減
効
果
：
約
２
，
２
０
０
ト
ン
／
年
（
杉

16
万
本
が
吸
収
す
る
量
）

注
３　

北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
の
老
舗
的
な
95
店
が

加
盟
（
静
岡
県
内
２
店
）

注
４　

伏
見
稲
荷
を
出
発
点
に
東
山
・
比
叡
山
を
経
て
大
原
・

鞍
馬
、
さ
ら
に
西
賀
茂
か
ら
高
雄
・
清
滝
を
経
て
嵐
山
・

苔
寺
に
至
る
京
都
の
歴
史
や
文
化
も
一
緒
に
楽
し
め
る

全
長
約
70
㎞
の
コ
ー
ス
、
他
に
も
京
北
エ
リ
ア
を
一
周

す
る
全
長
約
40
㎞
の
コ
ー
ス
が
あ
る
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林野庁関東森林管理局
大井川治山センター所長

増田　茂　氏
【略歴】
平成16年4月　関東森林管理局　技術指導官
平成22年4月　関東森林管理局　上席技術指導官
平成24年4月　関東森林管理局　大井川治山センター所長

出
身
地
と
ご
家
族
は

　

出
身
は
埼
玉
県
の
長
瀞
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
現

在
は
川
根
本
町
に
単
身
赴
任
し
て
い
ま
す
。

　

家
族
は
実
母
と
妻
と
長
女
で
神
奈
川
県
の
平
塚
市

に
住
ん
で
い
ま
す
。

趣
味
等
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

長
く
続
い
て
い
る
の
は
ゴ
ル
フ
で
し
ょ
う
か
。

　

20
有
余
年
の
キ
ャ
リ
ア
に
は
な
り
ま
す
が
、
90
～

100
あ
た
り
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
時
に
は
ス
コ
ア
も
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
最

近
は
健
康
の
た
め
と
割
り
切
っ
て
（
あ
き
ら
め
て
）

い
ま
す
。

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
に
赴
任
し
て
、
感
じ
た
こ
と

等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

最
初
の
印
象
は
、
事
業
エ
リ
ア
が
広
大
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

静
岡
市
葵
区
の
大
井
川
源
流
部
４
１
，
７
４
２
ha
、

川
根
本
町
の
大

井
川
支
流
榛
原

川
地
区
１
，
８

９
０
ha
合
わ
せ

て
、
４
３
，
６

３
２
ha
の
区
域

で
す
が
、
こ
こ

を
対
象
と
し
て
、

地
元
の
要
望
と

静
岡
県
か
ら
の

要
請
に
よ
り
、

民
有
林
直
轄
治

山
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
特
に
榛
原
川
地
区
は
、
平
成
13
年
当
セ

ン
タ
ー
発
足
と
同
時
に
直
轄
区
域
に
編
入
さ
れ
た
区

域
で
、
地
元
の
皆
様
の
期
待
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
は
、
川
根
本
町
の
千
頭
に
あ

り
ま
す
が
、
町
の
人
た
ち
も
暖
か
く
我
々
に
接
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
し
、
と
て
も
住
み
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
。

治
山
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ

い
。
未
だ
に
昔
の
営
林
署
の
概
念
が
消
え
な
い
人
が

多
い
の
で
す
が

　

大
井
川
治
山
セ
ン
タ
ー
は
、
林
野
庁
関
東
森
林
管

理
局
の
出
先
機
関
で
す
が
、
以
前
の
営
林
署
で
あ
る

国
有
林
等
を
管
理
す
る
森
林
管
理
署
と
は
違
い
、
大

井
川
地
区
の
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
専
門
に
実
施

す
る
全
国
で
も
唯
一
の
治
山
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

業
務
は
も
ち
ろ
ん
治
山
事
業
の
実
行
で
、
現
在
、

広
大
な
事
業
地
の
中
で
も
、
緊
急
性
の
高
い
地
区
か

ら
優
先
的
に
森
林
へ
の
復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
治
山
事
業
に
係
る
技
術
開
発
や
普
及
啓
発

も
業
務
の
柱
で
あ
り
、
特
に
、
治
山
事
業
を
国
民
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
努
め
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
、
子
供
た
ち
に
森
林
や
治
山
事
業
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
過
日
８
月

８
日
に
地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
、
治
山
事
業
の
現

場
を
見
学
し
な
が
ら
様
々
な
体
験
が
で
き
る
「
治
山

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

 

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
で
は

イ
ラ
ス
ト
を
使
い
森
林
の
働
き
や
治
山
事
業
に
つ
い

て
、
子
供
た
ち
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
解
説

し
て
い
ま
す
し
、
建
設
機
械
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て

い
ま
す
の
で
、
工
事
車
両
好
き
の
小
さ
な
お
子
さ
ん

に
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
や
建
設
業
協
会
に
望
む
事
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

地
域
の
多
く
の
皆
様
に
、
治
山
事
業
や
当
セ
ン

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
や
大
学
の
研
究
機
関
等
の

視
察
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

建
設
業
協
会
の
皆
様
も
現
場
を
ご
案
内
い
た
し
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
紅
葉
の
時
期
で
も
あ
り
、
ぜ
ひ

機
会
を
作
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
等
で
現
場

見
学
に
訪
れ
て
く
れ
る
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大

井
川
流
域
の
多
く
の
方
に
治
山
の
現
場
を
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

インタビュアー（梶山）
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工　事　名 平成25年度［第25-Ｋ3552-01号］一級河川大
井川大井川中流域浸水対策工事（護岸工）

工 事 箇 所  榛原郡川根本町下泉地先
工　　　期 平成25年9月20日～平成26年2月14日
施　工　者 株式会社　友田組
発　注　者 静岡県島田土木事務所
現場代理人 吉川　実 
工 事 概 要  施工延長 75ｍ
 路体（築堤）盛土 890㎥
 鉄線じゃかご工 37ｍ
 小口止め 2箇所
 筋芝工 150㎡
 コンクリート舗装 202㎡
 下層路盤 197㎡
 見切壁 23m
 六脚ブロック撤去・据付 93個

着
手
前

工　事　名 平成25年度（主）島田吉田線　防災・安全
交付金（県道道路改築）工事（道路工その２）

工 事 箇 所  榛原郡吉田町神戸地内
工　　　期 平成25年10月25日～平成26年3月18日
施　工　者 八木産業株式会社
発　注　者 静岡県島田土木事務所
現場代理人 長野　真久
工 事 概 要  施工延長 200ｍ
 卵形側溝 86ｍ
 自由勾配側溝 77ｍ
 縁石工 118ｍ
 取合道路嵩上工 1式
 構造物取壊　舗装版破砕 2,755㎡

完  成

完  成

コ
メ
ン
ト

コ
メ
ン
ト

着
手
前

施工中

施工中

本工事は、県道と現町道が交差し、交通量が多く商店や
倉庫への出入りが激しいため、工程の調整に苦労しまし
た。

既設の石積みの護岸をかさ上げし、大雨時の増水による
被害を防ぐ工事です。工事中、増水による被害もなく工
事を進めることが出来ました。
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工　事　名 平成25年度地域用水環境整備大井川1期
地区親水施設3工事

工 事 箇 所  島田市大草地内
工　　　期 平成25年10月1日～平成26年3月14日
施　工　者 株式会社　小沢組
発　注　者 静岡県志太榛原農林事務所
現場代理人 西村　則彦
工 事 概 要  親水施設工事 1式
 木デッキ 1箇所
 遊歩道 1式 
 防護柵工 174ｍ
 脱色アスファルト舗装工 105㎡

完  成

コ
メ
ン
ト

着
手
前

工　事　名 藤枝総合運動公園野球場整備工事
工 事 箇 所  藤枝市原地内
工　　　期 平成25年9月26日～平成26年3月20日
施　工　者 株式会社　山田組
発　注　者 藤枝市長　北村　正平
現場代理人 松村　亘
工 事 概 要  グラウンド舗装工　 13,470㎡
 バックネット工 　 1箇所
 防球ネット工　  155m
 カウントボード　  1箇所
 放送設備　  1式

完  成

コ
メ
ン
ト

着
手
前

施工中

施工中

工事箇所は地下水位が高く、バックネットの基礎を掘っ
た際に湧水が多く大変苦労しました。

大草池内に木デッキを施工する為に、池内の水をすべて
放水しました。その際に軟弱地盤である事が確認でき、
施工に必要な仮設計画を十分考慮し施工を行いました。
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　８月に広島市北部を襲っ
た土砂災害で多くの住民が

被害にあった。土砂災害か
ら身を守るために、

何に注意すればいいのだろ
うか。自分の住んでいる場

所が土砂災害の危険性があ
るかどうか、知ら

ない人が多いのではないだ
ろうか。一度、市町村が作

製している「ハザードマッ
プ」で確認してみ

ることをお勧めする。

　土砂災害には前ぶれがあ
ることが多い。例えば、土

石流の場合、流水の濁り、
流木発生、川内の

転石の音。がけ崩れの場合
、湧水量の増加や落石の発

生。地すべりの場合、亀裂
、山鳴りや地鳴り。

自力での観察、そして避難
するタイミングを考えなく

てはならない。一番いいの
は、大雨が予想さ

れる場合は、最悪の事態を
想定し、前もって避難する

ことが大事であり「避難は
明るいうち」が基

本である。
　そして土砂災害発生後は

私達の出番である。しかし
、その肝心な時に地元の川

や山を知り尽くし

ている我ら建設従事者が被
害にあっていたのでは、ど

うしようもない。何事も、
判断は早めに正確

に行って欲しい。私達は自
分の家族や家も大事だが、

自分の住んでいる地域も守
らなくてはならな

い。私達の仕事は「住みよ
いまちづくり」なのである

。

「土砂災害の心得は」

　最近読んだ週刊誌に、自動車の運転無人化は日本では20年前にほぼ完成していたが、国交省の役人の頑固な思考で阻止された。
　現在諸外国で発売され、立ち遅れた日本の企業の損失ははかり知れない。と書いてあったが、本当に日本の役人思考はひどいと思う。　食等の安全は素晴らしい面もあるが、前例のない事になるとなかなか許可が下りない。大企業と官の研究は優先されるが中小企業の開発は全く採用されていないと言っても過言でない。　同じ日本の経済を支えているのだから平等に扱う思考はないのだろうか。　天下りもしかり、我々の監理技術者講習も数年前は１度の講習で良かったのに、今では２ヶ所の財団法人になっている。自分の事ばかり優先する思考では国民は今に怒りますよ。

役人思考
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　東京五輪が開催さ
れる平成32年までの

時限措置と

するのですから、目
先の工事をこなすた

めということでしょ
うが

　しかし我々業界と
すれば長期的視野に

たって、日本の高度
な熟練の建設技術を

継承し、職人を育

成していくには10年
20年の長期で一人前

に育てていかなけれ
ばよいものは作れま

せん。目先の工

事を外国人でも使っ
て、やっつけ仕事で

やればよいというも
のではない。

　今、建設単価が高
騰していると言いま

す。しかしこれは今
まで公共事業を減ら

し、デフレで民間

工事も減り、一方で
仕事のない業者に過

度な競争をさせ、安
く叩くだけ叩き、赤

字受注させてきた

ため、必然的に労働
者の単価が下がるだ

け下がり、全く魅力
のない業界になって

しまった。それが

今本来の価格に戻り
つつあるだけであり

、高騰と言えるもの
ではない。さらに単

価を本来の適正な

価格に戻し、生活で
きるまともな給料が

貰えるようになれば
日本人も建設業に従

事します。

　問題は将来性です
。国がコンクリート

から人へとか、将来
性のないことを言え

ば、その業界に若

い優秀な人材が就職
しないのは当たり前

です。

　日本の将来を見据
えた姿もなく、グロ

ーバルと言う言葉と
目先の経済成長のこ

とだけで外国人労

働者を増やすことは
やめるべきで、日本

人が住みにくい日本
になること間違いな

いでしょう。

外国人労働者拡大…？

　最近、なんでも過剰なものが多すぎます。業界では、ＩＴ化、書類、役所との近づき難さなどな
ど、いつの間にか過剰が溢れている様に感じるのは私だけでしょうか。
　ＩＴ化をすれば合理化して生産性があがると大義名分を掲げ、ＩＴ化を推し進めました。企業は
多大な経費を掛け社内をＩＴ化することなり、パソコン、ソフト、プリンター、などの最新機種へ
の変更。しかもほぼこの業界用だけのＩＴ化の為、選択肢がすくなく維持費だけでも相当なもの。
ＩＴ化は、本来、今まで人が時間をかけていたものを短時間でやってくれて、人がほかの仕事をい
くつも兼務することが出来ることでコストが下がり合理化出来るはずなのに、書類作成の為だけに、
逆にほとんどパソコンの前から離れる事が出来なくなり、不合理化。あー手作業の時代のほうが良
かったなんて思ってしまう始末。
　書類も年々、検査を受けるときの厚さが増してきているのは気のせいでしょうか。書類が分厚く
中身が細かければ細かいほど、良くやってますねとお褒めの言葉を頂けます。本来、現場の仕上が
りが一番と昔の人に教わってきたのに。お役人さんもそうだったはず。。。
　なんか、本質的に間違っている様な。。。。。
　それと、もうすでに現場はお役所と企業は一緒に協力して作る時代は終わったのかな。現場もそ
う、なんでもそうですが、協働作業、一緒に作る為には、まずは人間関係構築が必要なはずですが、
役所にはベルリンの壁ならぬ、役所の壁が出来ています。東西冷戦なみの企業と役所の関係。あー
過剰です。世界の情勢を語る前に、身近な関係をどうにかしないとですね。おしまい。

過剰
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地 域 紹 介

管轄区域の概要 森林の状況
　大井川治山センターの管轄区域は、
静岡市葵区北部に位置する大井川源
流部、及び川根本町の大井川支流榛
原川地区を合わせた区域を対象とし
ています。

対象面積
大井川上流部	 41,742ha
大井川支流榛原川地区	 1,890ha
合計	 43,632ha

　大井川は、南アルプスの３千ｍ級
の山々に源を発し、静岡県のほぼ中
央部を縦貫して駿河湾に注ぐ流路延長
168㎞、流域面積1,280㎢の大河川です。
源流部一帯は、間の岳、塩見岳、赤石
岳等の名峰がそびえ、国立公園や県立
公園等に指定されるなど豊かな自然を
誇る一方で、複雑に断層が交錯する地
質条件ゆえに侵食が著しく進行し、山
地荒廃が進んでいます。
　昭和30年代以降に電源開発事業や
林道網の整備の手が入るようになると、
急速に開発が進み、これに伴って当該
地域に対する環境保全への人々の関心
が高まったことから、林野庁東京営林局
（現関東森林管理局）は、昭和41年
に当該流域に散在する荒廃地を復旧し、
安全で安心のできる豊かなくらしの実
現を目指して民有林直轄治山事業に着
手しました。
　有史以来、洪水等の多発地帯であっ
た大井川流域も、ダム等の建設により
近年では洪水による災害が減少しつつ
あります。しかし、大井川上・中流域
の水源かん養機能、林地及び流域の保
全等を森林の維持・造成という手段に
より確保する治山事業は、環境に対す
る社会の要請が高まる中で益々重要と
なっており、当該地域における治山事
業の一層の推進が求められています。

　直轄区域は、水平的にみ
ると温帯南部に位置しますが、
標高が650～3,000mと広範囲
にわたっているため、垂直分
布では低山帯から高山帯に及
んでいます。
　森林限界は標高2,500 ～
2,800ｍで、それ以上の標高
域では、ハイマツなどが分布
する高山帯（寒帯）となります。
その下の亜高山帯（亜寒帯）では、シラベ、トウヒ群落及びダ
ケカンバ群落がみられます。さらに、その下には、ブナ・ツガ・
シオジ等の温帯林が広がり天然更新によるシデ類が繁茂してい
ます。褶曲、節理が発達した地質

大井川流域の横断面模式図

　今回の地域紹介は、大井川治山センターが民有林直轄治
山事業を実施している、大井川上中流域です。
　ここは、南アルプスの雄大な自然が楽しめる場所として
多くの人々が訪れる地域ですが、また、たくさんの崩壊地
（山崩れ）が多く存在する地域でもあります。
　大井川に接して暮らしていても、意外と知られていない
ところも多いかと思いますのでここで紹介します。

林野庁関東森林管理局
大井川治山センター
静岡県榛原郡川根本町千頭950－2
TEL　0547－59－3344　FAX　0547－58－7010
http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/tisan/index.html
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　静岡県が発注した土木工事等で、優れた成績を上げた優良工事や優良技術者等の表彰式が
開催され、当協会員が多数受賞しました。
　おめでとうございました。

各種表彰を多数の協会員が
めでたく受賞!!

「優れた技術力」や「地域への貢献度」などが高く評価されました。

静
岡
県
交
通
基
盤
部

　

優
良
建
設
工
事
等
部
長
表
彰

平
成
26
年
度　
　
　
　
　
　
　

静
岡
県
優
秀
施
工
者
知
事
褒
賞

平
成
26
年
度　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

日
本
道
路
協
会
長
表
彰

島
田
土
木
事
務
所
長
表
彰

志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長
表
彰

７
月
25
日
㈮

於　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
あ
ざ
れ
あ

・
優
良
工
事
（
島
田
土
木
事
務
所
）

　

㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ

・
優
良
技
術
者
（
島
田
土
木
事
務
所
）

　

曽
根　

律　
（
㈱
橋
本
組
）

・
優
良
技
術
者
（
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
）

　

新
貝　

清　
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

・
安
全
工
事
（
島
田
土
木
事
務
所
）

　

㈱
橋
本
組

8
月
８
日
㈮

於　

島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
（
夢
づ
く
り
会
館
）

・
優
良
工
事

　

㈱
梶
山
組
、
共
和
建
設
㈱
、
大
河
原
建
設
㈱

・
優
良
技
術
者

　

石
田
收
男
（
㈱
橋
本
組
）、
立
林
和
樹
（
㈱

グ
ロ
ー
ジ
オ
）、
杉
本　

昭
（
大
石
建
設
㈱
）

・
地
域
貢
献

 　

㈱
藤
原
組

8
月
８
日
㈮

於　

島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
　
（
夢
づ
く
り
会
館
）

・
優
良
工
事

　

㈱
加
藤
組

・
優
良
技
術
者

　

西
村
功
一(

㈱
柳
澤
組)

、
坂
本
将
文
（
㈱
梶

山
組
）、
鈴
木
正
憲
（
共
和
建
設
㈱
）

　

建
設
現
場
で
働
く
優
れ
た
建
設
技
術
、
技
能

労
働
者
に
贈
ら
れ
る
知
事
褒
賞
を
、
今
年
度
は

当
協
会
か
ら
２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
、
９
月
19

日
に
開
催
さ
れ
た
「
建
設
産
業
構
造
改
善
推
進

の
つ
ど
い
」
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
受
賞
者

　

片
川 

正

　

(

大
河
原
建
設
㈱)

　

小
柳
津
佳
久

　
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

　

道
路
愛
護
、
環
境
の
整
備
に
多
年
に
わ
た
り

献
身
的
に
精
励
し
、
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
道

路
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
日
本
道
路
協
会
長
表
彰

を
、
今
年
度
は
当
協
会
か
ら
１
名
の
方
が
受
賞

さ
れ
、
８
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
「
道
路
功
労

者
表
彰
式
」
の
席
上
で
表
彰
さ
れ
た
。

・
受
賞
者

　

岡
村　

昌

　
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）
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労
働
災
害
「
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
て
安
全
大
会
開
催

２
０
７
名
が
出
席
し
て

「
土
木
技
術
者
研
修
会
」
を
開
催

島
田
工
業
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施

　

建
災
防
島
田
分
会
は
、
建
災
防
島
田
分
会
は
、

７
月
２
日
㈬
に
島
田
市
夢
づ
く
り
会
館
に
お
い

て
、
島
田
労
働
基
準
監
督
署
長
や
島
田
土
木
事

務
所
長
な
ど
の
県
の
事
務
所
長
を
来
賓
と
し
て

お
招
き
し
、「
平
成
26
年
度
島
田
地
区
建
設
業

労
働
災
害
防
止
安
全
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
分
会
員
か
ら
募
集
し
た
安
全
標
語
の

優
秀
作
品
が
表
彰
さ
れ
、
続
い
て
島
田
労
働
基

準
監
督
署
の
小
坂
光
輝
第
二
方
面
主
任
監
督
官

の
「
建
設
業
の
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
」
と

し
て
講
演
、
山
本
利
彦
災
防
委
員
長
の
労
働
災

害
防
止
研
修
が
行
わ
れ
、
続
い
て
出
席
者
全
員

（
220
名
）
が
安
全
の
誓
い
を
唱
和
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
島
田
土
木
事
務
所
出
口
遵
太
郎
検

査
監
を
講
師
に
建
設
工
事
安
全
講
習
会
を
併
せ

て
開
催
し
ま
し
た
。

　

土
木
・
建
築
委
員
会
は
、
島
田
土
木
事
務

所
、
焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
、
御
前
崎
港
管
理

事
務
所
、
及
び
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
と
共
催

で
、
８
月
８
日
㈮
に
島
田
市
金
谷
生
き
が
い
セ

ン
タ
ー
夢
づ
く
り
会
館
で
土
木
技
術
者
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
静
岡
県
工
事
検
査
課
須
藤
検
査
監
が

「
工
事
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」、
続
い
て
、
島

田
労
働
基
準
監
督
署
の
小
坂
第
二
方
面
主
任
監

督
官
が
「
建
設
工
事
に
お
け
る
労
働
災
害
の
事

例
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
講
演
し
、
最
後
に

静
岡
県
中
部
危
機
管
理
局
の
加
畑
技
監
が
、「
静

岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
（
第
二
次
報
告
）

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
田
工
業
高
校
２
年
生
の
建
築
科
８
名
、
都
市
工
学
科
８
名
の
生
徒
が
、
７
月
28
日

㈪
か
ら
30
日
㈬
ま
で
の
３
日
間
、
会
員
会
社
４
社
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ(

建
設
現
場

実
習
・
就
業
体
験)

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
猛
暑
の
中
で
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
の
指
導
の
も
と
、
測
量
な
ど
の

作
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
前
向
き
な
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

㈱グロージオ

㈱山田組

㈱橋本組

大河原建設㈱
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親
子
現
場
見
学
会
開
催

と
セ
メ
ン
ト
を
混
ぜ
て
固
め
た
Ｃ
Ｓ

Ｇ
工
法
に
よ
る
堤
体
の
天
端
で
は
、

Ｃ
Ｓ
Ｇ
部
と
盛
土
の
部
分
を
ハ
ン

マ
ー
で
た
た
い
て
、
音
の
違
い
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
年
度
か
ら

本
格
的
に
着
手
し
た
施
工

区
間
や
土
砂
と
セ
メ
ン
ト

を
混
ぜ
る
た
め
の
大
規
模

な
プ
ラ
ン
ト
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
浜
北
森

林
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
に
お
い

て
、
猛
暑
の
中
40
種
類
の

木
製
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

浜
松
土
木
事
務
所
沿
岸
整

備
課
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
に
建
設
業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来

は
建
設
業
界
で
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
に
毎
年

開
催
し
て
い
る
「
親
子
現
場
見
学
会
」
を
今
年

も
８
月
１
日
㈮
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
津
波
か
ら
浜
松
市
内
の
住
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
宅
地
の
浸
水
面
積

を
約
７
割
少
な
く
、
宅
地
の
浸
水
深
２
ｍ
以
上

の
範
囲
を
97
％
少
な
く
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
が
、
民
間
企
業
や
市
民
等
の
募
金
を
基
に
砂

丘
と
防
災
林
を
活
用
し
、
浜
名
湖
今
切
口
か
ら

天
竜
川
ま
で
の
17
・
５
㎞
、
標
高
13
ｍ
の
高
さ

の
防
潮
堤
の
整
備
に
着
手
し
た
「
浜
松
市
沿
岸

域
防
潮
堤
整
備
工
事
現
場
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
完
成
し
た
試
験
施
工
区
間
の
土
砂

防潮堤を見学して
中森　倖佑

　ぼくは、８月１日に防潮堤を見学しました。とても大きかったです。
　ぼくは、17キロの防潮堤を造るのに、土砂はプール500杯分だと
思っていましたが、実際は、5,555杯分だと聞いてビックリしました。
　そして、そのでき上がった防潮堤が、宅地の浸水面積を約７割少な
くして、しかも、宅地の浸水深２メートル以上の家を97パーセント

少なくするなんて思いもしませんでした。
　このまま、工事を進行させている間に津波がこないといいです。
　又、完成した後も、もし、津波がきたとしても、防潮堤が少しでも、ひ害を防いでくれれば
いいと思います。（原文）
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猛
暑
の
中
、
会
員
総
出
で

「
道
路
愛
護
」
に
取
り
組
む

　

８
月
の
「
道
路
愛
護
月
間
」
は
、
市
町
や
住
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
道
路
愛
護
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
協
会
に
お
い

て
も
、
今
年
も
７

月
か
ら
８
月
に
か

け
て
会
員
総
出
で
、

道
路
除
草
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
・
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
清
掃

に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　

猛
暑
の
中
、
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
会
員
数　
　
　
　

55
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
人
数　
　
　

２
９
９
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
員
外
含
め　
　

４
３
１
名
）

　

島
田
土
木
事
務
所
や
島
田
市
、
藤

枝
市
な
ど
大
井
川
流
域
の
市
町
主
催

に
よ
る
第
16
回
大
井
川「
川
ま
つ
り
」

が
、
８
月
22
日
㈮
に
島
田
市
民
総
合

施
設
「
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
」
で
開
催

さ
れ
、
３
４
０
人
を
超
え
る
児
童
と

保
護
者
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
は
、
大
井
川
の
生
き
物

や
発
電
の
仕
組
み
、
大
井
川
を
守
る

森
林
や
飲
み
水
な
ど
、
生
活
と
の
つ

な
が
り
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
で
も
土
木
・
建
築
委

員
会
が
、
島
田
土
木
事
務
所
川

根
支
所
と
合
同
で
笹
舟
の
作
成

指
導
を
行
い
、
大
井
川
の
模
型

に
流
し
て
楽
し
む
と
と
も
に
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
事
業
の
活
動
の

様
子
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
、

Ｐ
Ｒ
用
う
ち
わ
の
配
布
な
ど
、

島
田
建
設
業
協
会
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
ま
し
た
。

楽
し
く
大
井
川
を
学
ぼ
う
!

「
川
ま
つ
り
」
開
催



熱
い
夏
が

　
　
過
ぎ
て
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牛尾実験所跡
　新東名高速道路近くの大井川のほとりに、海軍牛尾実験所跡があります。
　戦時中に強制労働で働かされ、安全面を無視し能率本意でつくらされ、途中、失敗もあり責任をとるために自ら命を絶っ
た人もいるということでした。
　あるコンサルタント会社から依頼されて、その実験所跡の清掃作業を重機とクレーン車で延べ16日間に渡りさせてい
ただきました。
　金谷に生まれて59年の歳月が経ちますが、恥ずかしながらこのような遺跡があったことを初めて知ることができました。
　殺人光線の研究という性質上、あまり公にしなかったのかどうかわかりませんが愕然とした気持ちになったのを思い出
します。
　この電磁波の研究がのちの電子レンジ等に役立っているということ
が唯一救われた思いです。
　さて、この施設の内容はさておき、私としてはどうやって建設した
のかという方が興味があり、聞いてみたところ強制労働で山を切り開
き資材を担ぎあげて、昼夜通して作業をしたそうです。
　当然のように当時は重機などなかったので人力、馬力施工だと思う
が、工事数量として、地山を20,000㎥、ｺﾝｸﾘｰﾄ現場練りを200㎥くらい、
あと丸鋼も見えているので鉄筋、木材等かと推測されます。
　現在ならば工期300日くらいで可能かなと思いますが、どのくらい
の期間がかかったのか、結局完成前に終戦になりそのままになってし
まったようです。
　その当時、「安全第一」という言葉が
あったかは知りませんが、戦時の流れの
中で命の尊さが叫ばれてきて、今まさに

「安全第一」が、日本の中で当たり前に
なってきました。
　当たり前の「安全第一」の言葉の歴史
を残すためにも、隣接で施工されている
平成の瀬替えで無くなってしまわないよ
うに遺跡を残し、「安全第一」を再認識
したいと思いました。 安全パトロール時の写真

　

日
本
中
が
沸
い
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
か
ら

一
ヶ
月
後
、
サ
ッ
カ
ー
に
負
け
じ
と
今
年
も

夏
の
甲
子
園
が
各
地
方
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ド

ラ
マ
と
感
動
を
胸
に
夢
舞
台
へ
強
豪
校
が
集

結
し
、
全
国
各
地
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。

　

我
が
静
岡
県
代
表
の
静
岡
高
校
は
善
戦
む

な
し
く
初
戦
敗
退
だ
が
県
民
に
夢
と
勇
気
を

与
え
て
も
ら
っ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。
実

は
私
も
25
年
前
は
夢
舞
台
に
憧
れ
た
高
校
球

児
で
あ
っ
た
事
は
ど
う
で
も
い
い
と
し
て
、

今
は
た
だ
の
野
球
好
き
の
親
父
で
あ
る
。

　
「
今
の
子
は
！
？
」
何
て
言
葉
を
時
々
耳

に
す
る
が
、
球
児
達
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
く

「
ス
タ
ン
ド
で
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
の
為

に
」
と
か
「
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
」
何
て
言

葉
を
聞
く
が
25
年
前
に
白
球
を
追
う
の
が
精

一
杯
だ
っ
た
私
に
は
想
像
つ
か
な
い
く
ら
い
、

心
技
体
が
鍛
え
ら
れ
必
要
と
さ
れ
る
時
代
に

な
っ
た
の
か
！
？
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
は
ず
だ
。

　

約
17
万
人
と
言
わ
れ
る
全
国
の
高
校
球
児

た
ち
。
鍛
え
ら
れ
、
磨
か
れ
た
心
を
胸
に
こ

れ
か
ら
の
日
本
の
良
き
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
野
球
好
き
の
親
父
は
願
っ
て

い
ま
す
。「
感
動
を
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
・
Ｙ
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●理事会
　第３回理事会　　７月２日（火）金谷夢づくり会館
　　・土地賃貸契約書に関する用途の一部変更について
　　・県建設業推進会議の会費納入について
　　・県建設業協会第３回理事会の概要について
　第４回理事会　　９月９日（火）当協会
　　・退会届の受理について
　　・退会した会員の表彰（特別功労記念品）について
　　・県建設業協会第４回理事会の概要について
　　・常設委員会活動報告について

●正副会長会議
　第４回会議　７月２日（火）金谷夢づくり会館
　　・第３回理事会提出議案について
　第５回会議　９月９日（火）当協会
　　・第４回理事会提出議題について

●総務委員会
　中部地方整備局静岡河川事務所との意見交換会の開催　
　８月20日（水）静岡河川事務所２階会議室
　　・出席者　静岡河川事務所長、副所長３名
　　　　　　　正副会長、山田理事、山本理事、事務局

●広報委員会
　第４回委員会　７月18日（金）当協会
　　・広報誌VOL.141号の企画
　　　広報誌VOL.141号　取材　８月６日（水）大井川用水農

業水利事業所長インタビュー
　第５回委員会　９月３日（水）　当協会
　　・広報誌VOL.141号の校正
　第６回委員会　９月10日（水）　当協会
　　・広報誌VOL.141号の最終校正

●労務委員会
　親子現場見学会の開催　　８月１日（金）
　　・浜松沿岸域防潮堤整備工事現場（浜松市）、うなぎパイ

ファクトリーの見学及び浜北森林アスレチック

●土木・建築委員会
　インターンシップ事前研修会
　　　7月8日（火）　島田工業高校生　16名
　インターンシップの受け入れ
　　　7月28日（月）～ 30日（水）３日間
　　・島田工業高校生　16名（都市工学科８名、建築科８名）
　平成26年度静岡県交通基盤部優良建設工事等表彰（所長表彰）

及び土木技術者研修の開催　8月８日（金）
　　島田市金谷生きがいセンター　夢づくり会館
　　・参加者　207名

　大井川「川まつり」への参加
　　・8月22日（金）プラザおおるり
　　　協会のＰＲと笹舟づくりの指導

●環境・災害対策委員会
　第２回環境・災害対策委員会　７月14日（月）当協会
　　・緊急家畜処分業務協定に基づく県中部家畜保健衛生所と

の意見交換について
　　・静岡県交通基盤部総合落札方式における災害時事業継続

計画（ＢＣＰ）申請状況について
　　・今後の検討課題について
　道路愛護運動への会員参加　7月9日（火）～ 8月31日（土）
　　管内全域
　静岡県鳥インフルエンザ防疫演習（埋却用地掘削作業の視察）

への参加（雨天のため、10月29日（水）に延期予定）
　　・平成26年９月24日（水）　富士宮市県畜産技術研究所
　地震防災訓練
　　・情報伝達訓練　　　８月27日（水）全会員
　　・災害応急対策協力者の出動要請・応諾訓練
　　　８月26日～29日 島田土木事務所
　　　８月28日  焼津漁港管理事務所
　　　８月20日・27日 御前崎港管理事務所
　　　８月28日  静岡空港管理事務所

●建災防島田分会
　島田地区労働災害防止大会　
　　７月２日（水）　島田市金谷生きがいセンター　夢づくり会館
　　参加者　220人
　安全パトロール
　　・第３回 　７月23日（水）５地区
　　・第４回 　８月26日（火）５地区
　　・第５回 　９月18日（木）５地区
　創立50周年記念全国建設業労働災害防止安全大会への参加
　　・９月24日（水）～ 25日（木）東京国際フォーラム（東京都）

●退会者名のお知らせ
　下記の方が退会されました。

　
会社名 代表者名 退会日

㈱藁科組 藁科　高夫 平成26年７月16日

印　刷：株式会社 共立アイコム　　藤枝市高柳1-18-23　TEL 054-635-4651

協会だより 〜協会のうごき〜

勝間田川河口に、平成8年度から17年をかけ、予想される東海地震による津波被害を軽減するため、
水門が整備されました。

【表紙解説】　勝間田川水門

会員数　56社（平成26年９月30日現在）


